
藤波啓容、堀井宏悦、堀善之、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治、埼玉県市町村支援部生涯学習文化財課、

ふじみ野市立大井郷土資料館、（株）東京航業研究所、（株）ふじみ野リゾート、（株）堀井不動産、（有）文化財COM、

（有）アルケリサーチ

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。（敬称略）

〈発掘調査参加者〉新井和枝、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、井上晴江、井上麻美子、宇佐美弘澄、臼井孝、内田潔、

遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、金子君子、菊口繁子、小林こずい、

西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、滝沢久嘉、戸澤竹二、富寺佐代子、

中村正、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、宮崎達夫、吉田寛、若林紀美代。

〈整理作業参加者〉青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、大久保明子、片岡滉貴、小林登喜江、坂井明、島貫雅子、

須藤さち子、鈴木千恵子、高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子、松島淳子。

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として次のとおりである。

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図・土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：３、２：３ 銭貨 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないものは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器★ 黒曜石・チャート 礫○

（４）土器断面図は、「 」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）縄文土器実測図における screen-tone の指示。

地文縄文 撚糸文

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。整理作業時に遺構名称を変更したものについては、新旧の名称を表等に記し

ている。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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第２表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡・地点名 申請地住所
調査面積
（�）

開発面積
（�） 原因

試掘調査期間
調査措置

（本調査期間）
１ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点 亀久保１６７６－２７ ２５ １６０ 鉄塔建設２００５．１０．２５～２６ 試掘調査
２ 鶴ヶ岡遺跡第４地点 大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，２３‐３，２６‐６ １７５ １７４２ 店 舗 ２００５．５．１２ 工事立会後、試掘調査
３ 亀居遺跡第５８地点 亀久保２丁目９７５－１９・２４ ８ ７９ 個人住宅２００５．４．１８ 試掘調査

４ 亀居遺跡第５９地点 亀久保２－１０－５ ２５８ １，０７３ 共同住宅
２００５．８．３～３１ 試掘調査、

本調査（２００５．９．１～１６）
５ 亀居遺跡第６０地点 亀久保２－１７－７ ５２ ２９３ 個人住宅２００５．１０．２６～２７ 試掘調査

６ 鶴ヶ舞遺跡第８地点 鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６ ２３６ １，０８７ 分譲住宅
２００５．７．１１～８．１１ 試掘調査、

本調査（２００５．８．２４）
７ 鶴ヶ舞遺跡第９地点 鶴ヶ舞１－１６－５ ２３ １０４ 共同住宅２００５．１１．１ 試掘調査

８ 江川南遺跡第２０地点 東久保１－１８３－５ ２３７ ９５１ 宅地造成
２００５．８．１～１２ 試掘調査、

本調査（２００５．８．１８～９．１０）
９ 江川東遺跡第１０地点 東久保１－１７４－１・３６ ２６７ ８８１ 分譲住宅２００５．１０．１３～２４ 試掘調査
１０ 東久保遺跡第６３地点 ふじみ野２－５－１０・１２ ２３ １０５ 個人住宅２００６．２．１ 試掘調査
１１ 東中学校西遺跡第２３地点 ふじみ野４－１－６の一部 ２８８ ９２６ 店舗 ２００５．５．２４～３０ 試掘調査

１２ 東中学校西遺跡第２４地点 ふじみ野３－９－５ １９４ １，４２５ 店舗
２００５．６．２０～７．７ 試掘調査、

本調査（２００５．７．１１～１３）
１３ 東中学校西遺跡第２５地点 ふじみ野１－１－９・１０ １５１ ６０４ 分譲住宅２００５．６．２８～７．２ 試掘調査
１４ 東中学校西遺跡第２６地点 ふじみ野３－１０－８～１１ １４７ １，０６０ 音楽教室２００６．１．５～１０ 試掘調査
１５ 東中学校西遺跡第２７地点 ふじみ野３－１０－３の一部，－４ １４ １２０ 個人住宅２００６．１．１１ 試掘調査

１６ 西ノ原遺跡第５１地点 うれし野２－１‐Ⅸ ６００ １１８９ 店舗
１９９１．２．４～１２

本調査
（２００５．４．１１～４．２５）

１７ 西ノ原遺跡第１３２地点 苗間１－１５－１７ １００ ２７２
店舗併用
共同住宅

２００５．７．２８～８．２ 試掘調査、
本調査（２００５．８．３～１１）

１８ 西ノ原遺跡第１３３地点 旭１－８－８ ４８ １７６ 個人住宅２００５．１０．１１～１２ 試掘調査
１９ 西ノ原遺跡第１３４地点 旭１－１３－８ ４３ ３４８ 店舗 ２００５．１０．６～１１ 試掘調査

２０ 西ノ原遺跡第１３５地点 うれし野１－２２６－１ １，１４７ ３，３４１
店舗併用
集合住宅

２００６．３．１４～４．２８
試掘調査

（２００６．５）
２１ 中沢前遺跡第２６地点 苗間１－１１－１３ ５４ １７０ 分譲住宅２００５．１１．３～１２．１ 試掘調査

２２ 神明後遺跡第２６地点
大井苗間字神明後３０１，
３０３－３～５，３０４－１，３０３－７

６２ ６８９ 分譲住宅
２００５．６．１～８ 試掘調査、

本調査（２００５．６．１５～３０）

２３ 神明後遺跡第２７地点 苗間２４８－２，２４９－１ ６２ ３８５ 共同住宅
２００５．７．２０～２５ 試掘調査、

本調査（２００５．７．２７・２９）

２４ 苗間東久保遺跡第２４地点 苗間東久保６３７－１、６３７－２８ ５１５ ５６１ 分譲住宅
２００６．３．７～４．１４ 試掘調査、

本調査（２００６．４．１０～２８）
２５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３４２－２の一部 ６４ １１７ 道路築造２００６．１．１１～１２ 試掘調査

２６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３５４－２ ２２４ ６９６ 分譲住宅
２００５．１２．１～２６、
２００６．１．１３～２２

試掘調査、
本調査

（２００６．１．２３～２．２２）
２７ 大井氏館跡遺跡第１９地点 大井１－６－１３ ４ １，５００ 個人住宅２００５．６．７～８ 試掘調査
２８ 大井氏館跡遺跡第２０地点 大井１－７－７ ２７９ ７７３ 共同住宅２００６．３．２～１４ 試掘調査
２９ 本村遺跡第１１３地点 市沢２－２－３ ２７ １６２ 個人住宅２００５．５．９～１０ 試掘調査
３０ 本村遺跡第１１４地点 市沢３－２－１・１２ １２９ ８８７ 分譲住宅２００５．１０．２１～２８ 試掘調査

３１ 本村遺跡第１１５地点 市沢２－１０－６ １７０ ５７３ 分譲住宅

２００５．１１．２１～
２００６．１．３１ 試掘調査、

本調査（２００５．１２．１９～
２００６．２．２）

３２ 本村遺跡第１１６地点 市沢２－１０－４の一部 ９ １６８ 個人住宅２００６．１．１７ 試掘調査
３３ 本村遺跡第１１７地点 大井２－１１－４・６ １，４８７ １，５８２ 店舗 ２００６．３．２２～４．１４ 試掘調査
３４ 西台遺跡第６地点 西台８９１－５ ６８ ２８３ 分譲住宅２００５．６．２４～２８ 試掘調査
３５ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１５

１０９

２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３６ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１２ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３７ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－７，９，１ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３８ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－８，１０ ２３３ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３９ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－６ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
４０ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１４ ２２５ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査

合計 ７，２９９ ２５，７４０

2 第１章 遺跡と調査の概要



第３章 鶴ヶ岡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

鶴ヶ岡遺跡は、入間川の支流新河岸川に注ぐ藤間江

川に面した標高２２mの台地北縁に立地する東西２００m

以上の広い遺跡であり、その範囲は、川越市とふじみ

野市にまたがっている。表面採集の遺物として、縄文

早期のほか中期の各時期、平安時代の土器が知られて

おり、複合遺跡である事を示している。表面採集の遺

物は北の崖面寄りが密であり、住居などの集中部分と

思われる。この部分のうち、ふじみ野市鶴ヶ岡八幡神

社に接する川越市域部分で、１９８８年に調査が行われた

が、その際に勝坂期末の住居１軒・加曽利 EⅠ新期

の住居１軒・加曽利 EⅣ期の土坑などが検出され、

ほぼ完形の有孔鍔付土器を含む大量の土器と石器若干

が出土している。また、本遺跡の下流にある西遺跡の一

部が１９９２年に調査され、阿玉台Ⅰ b期、勝坂期Ⅱ～Ⅲ

期、加曽利 EⅢ期の住居など１６軒が検出されている。

ふじみ野市、川越市にまたがる本遺跡のうち、ふじ

み野市分は１９９１年に旧大井町の体験学習園開設のため

初めて試掘調査を実施し、今回が４地点目となる。

２００１年７月に埼玉県教育委員会が本遺跡の南西側を試

掘調査しているが、遺構・遺物は確認されていない。

Ⅱ 鶴ヶ岡遺跡第４地点

（１）調査の概要

調査は店舗建設に伴うもので、原因者より２００５年３

月２５日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が旧大井町

教育委員会に提出された。申請地は崖面から南へ約１００

mで、遺跡範囲の南側に隣接するため、原因者と協

議の結果、工事の立会いを実施した。

２００５年５月１２日、店舗建物の基礎を設置する掘削工

事に立会ったが、既存建物による攪乱が多数認めら

れ、遺構・遺物は確認されなかった。さらに地山層の

深さを確認するため、店舗建設予定地の南側に１×４．５

mのトレンチを１本設定した。店舗建設の工事用重

機を用い表土を除去したところ、遺構らしきプランを

確認したため、試掘調査に切り替えて調査を行った。

黒褐色土内から縄文土器片が出土したため、写真撮影

・全測図作成等記録保存を行って調査を終了した。

第４図 鶴ヶ岡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）

10 第３章 鶴ヶ岡遺跡の調査



遺跡の範囲外で遺構と遺物が確認されたため、同年

９月２７日付で包蔵地の変更増補を行った。

（２）遺構と遺物

�土坑と出土遺物

土坑の平面形態はほぼ円形で、断面は皿状を呈し凹

凸がある。規模は上端１１０～１３６�、深さ３５．５�を測る。

覆土層から縄文時代中期初頭の土器片１７点が出土した。

１は無文で胎土に白色軟質物質を含む。２と３は無

文胴部の同一個体で二次被熱によるハジケが著しい。

４は口唇部に深い刻目があり、５は細かい縄文を施

す。６は集合沈線と鋸歯状刺突文をもつ。７と８は細

い沈線をもつ口縁部である。９～１１は無文の底部で、

平底から内傾した後に直立する特徴がある。１１は底部

に網代痕がみられる。４～１１の器厚は６�である。１

と１１、２～１０はそれぞれ胎土が類似するが、２～１０が

同一個体かどうかは不明である。

１～１１の特徴は縄文中期初頭の五領ヶ台式土器である。

第５図 鶴ケ岡遺跡第４地点調査区域図（１／１，５００）、土坑（１／６０）、出土遺物（１／４）

11Ⅱ 鶴ヶ岡遺跡第４地点



鶴ヶ岡外遺跡第３地点・鶴ヶ岡遺跡第４地点・亀居遺跡第５８・５９地点

鶴ヶ岡外遺跡第３地点トレンチ 鶴ヶ岡遺跡第４地点調査区近景

鶴ヶ岡遺跡第４地点遺物出土状況 鶴ヶ岡遺跡第４地点土坑出土遺物

亀居遺跡第５８地点調査区近景 亀居遺跡第５８地点トレンチ全景

亀居遺跡第５９地点調査区近景 亀居遺跡第５９地点トレンチ６
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発掘調査・整理作業風景

発掘調査風景（鶴ヶ岡遺跡第４地点） 発掘調査風景（神明後遺跡２７地点）

発掘調査風景（江川南遺跡第２０地点） 発掘調査風景（江川南遺跡第２０地点）

遺物水洗 遺物実測

トレース作業 図版作成

写真図版 20142




